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参加者の受付をする実行委員たちの様子

なつかしい友や恩師との再会 笑顔と感動！
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中学校の思い出をクイズにした企画では、クイズの最後に恩師たちが登場するサプライズも・・・。

登場の瞬間は大盛り上がり！恩師からの思い出話に、参加者たちはなつかしく、顔をほころばせました。

中学生当時の恩師から届いたビデオレターが上映されました。

恩師からの激励の言葉に参加者たちはしっかりと耳を傾けていました。

上映されたビデオレター。スクリーンに映し出された恩師の懐かしい姿に参加者たちは思わず笑みがこぼれました。

近藤先生（左）と坂先生 嶽釜先生（左）と岡本先生

　二十歳という人生の節目を祝い、その門出を祝福する「令和６年度
上牧町二十歳のつどい」が１月13日、上牧町文化センターペガサスホール
で開催され、会場は色とりどりな晴れ着に身を包んだ参加者のみなさん
で賑わいました。
　今年の対象者は227名で、旧友や恩師との再会を喜び、思い出話に花
を咲かせたほか、家族や友人たちとの記念撮影をするなど、笑顔あふれ
るつどいとなりました。
　今中町長は「自分一人では成し遂げられないことは、考え方や思いを
しっかり伝え、そして自分自身も努力しながらその姿を見せ、協力して
物事を成し遂げる。その手段としてコミュニケーションを大事にして、
しっかりとしたコミュニティを作り、ペガサスのように社会に羽ばたい
ていってください。」と激励を送りました。
　二十歳のつどい実行委員長の番口皓晴さんは参加者を代表し「一人暮
らしをして、親のすごさやありがたみを改めて感じました。朝からご飯
を作り、洗濯、掃除など、色々なことを全て自分でしなければならなく
なり、大学やバイトなどで忙しいなかでは家事を後回しにしてしまうこ
とがあります。親には感謝してもしきれないと思っています。」（一部抜粋）
と謝辞を述べました。

二十歳のつどい実行委員
（五十音順）

　二十歳のつどいは、11名のかたに
二十歳のつどい実行委員になっていた
だき、事前の打ち合わせや企画の準備、
当日の進行など、力を合わせ運営にあ
たりました。

　実行委員のみなさんには二十歳の抱負
を漢字１文字で表していただきました。 くわ さくら い り の じん ぜん た なか し りゅうじの ゆ め

みつ のぶ やま ぞえ よし ざき そう
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